
二
〇
二
〇
一
二
二
一
号 

№
一
〇
九
号 

・

▽
つ
い
に
、
ど
っ
さ
り
雪
が
降
り
だ
し
ま
し

た
。
現
場
に
と
っ
て
は
、
あ
り
が
た
く
な
い

季
節
が
続
き
ま
す
が
、
安
全
第
一
で
操
業
し

て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
始
ま
っ
て

コ
ロ
ナ
で
振
り
回
さ
れ
、
な
お
且
つ
未
だ
に

収
ま
る
気
配
を
見
せ
な
い
兆
候
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
じ
わ
じ
わ
と
函
館
市
や
郡

部
に
感
染
拡
大
の
波
を
感
じ
て
い
ま
す
。
年

末
年
始
は
、
ダ
メ
だ
と
い
う
事
は
遣
ら
ず
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
き
っ
ち
り
し
て

行
く
事
が
上
手
に
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
う
事
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

     

▽
雪
が
降
り
始
め
た
ら
、
家
の
中
に
引
き
籠

り
気
味
の
御
老
人
の
方
々
が
赤
い
雪
か
き
を

持
っ
て
降
る
雪
を
見
上
げ
な
い
で
腰
を
丸
め

下
だ
け
見
な
が
ら
必
死
で
雪
を
掻
き
だ
し
て

い
ま
す
。
毎
日
の
様
に
病
院
に
よ
ち
よ
ち
歩

き
で
通
っ
て
い
る
の
に
、
お
元
気
に
な
っ

た
。
し
か
も
し
っ
か
り
マ
ス
ク
を
し
て
よ
く

息
が
切
れ
な
い
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ

る
。
こ
の
雪
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
骨
の
折

れ
る
代
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
口
減
対
策

に
。
或
い
は
、
診
療
療
養
費
、
薬
価
軽
減
に

役
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
ス
ー
パ
ー

老
人
に
感
心
し
て
雪
か
き
し
な
が
ら
腰
を
伸

い
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
じ
ゃ
り
ま
す
る
。 

 
 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
軽
油
引
取
課
税
免
除
措
置
の
延
長 

・
本
部
よ
り
12
・

10
与
党
「
税
制
改
正
大

綱
」
が
決
定
し
、
課
税
免
除
措
置
延
長
が
正

式
に
は
来
年
の
通
常
国
会
で
可
決
多
数
で
決

ま
り
ま
す
が
、
ひ
と
安
心
で
す
。 

 

②
労
災
保
険
料
率
の
買
い
手
に
つ
い
て
は
３

年
ご
と
の
見
直
し
時
期
に
来
て
い
ま
す
が
、

ぼ
ち
ぼ
ち
厚
生
労
働
省
審
議
会
で
具
体
案
下

答
申
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
３
年
間

は
あ
ま
り
い
い
成
績
で
は
な
い
の
で
期
待
で

き
ま
せ
ん
が
解
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
③
本
部(
一
般)

日
本
砕
石
協
会
で
の
会
費
問
題 

・
均
等
割
り
分…

一
会
員 

1
.5

万
円
予
定 

・
本
部
経
費
26
百
万
円
予
定
の
収
入
総
額
を

会
費
で
対
応
す
る
事
で
合
意
に
成
り
ま
し
た

が
基
礎
デ
ー
タ
ー
の
販
売
数
量
が
未
提
出
の

地
方
本
部
が
あ
っ
て
未
だ
集
計
に
至
っ
て
い

な
い
現
状
で
す
。
各
支
部
、
地
方
本
部
は
、

次
年
度
予
算
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

時
期
で
す
。
あ
な
た
達
の
事
務
経
費
の
為
に

会
費
の
値
上
げ
を
長
時
間
掛
け
て
居
る
の
に

其
れ
は
一
体
な
ん
だ
ん
た
。
少
し
考
え
れ

ば
。
と
言
い
た
い
状
況
で
す
。 

         

④
令
和
２
年
度
理
事
会
開
催 

・
令
和
３
年
1
月
18
日
㈪ 

・
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス 

・
正
副
本
部
長
、
正
副
会
長
会
議
13
時
半
～ 

・
合
同
理
事
会
15
時
～
17
時
の
予
定 

議
題 

・
本
部
協
会
の
会
費
対
応
に
つ
い
て
の 

・
令
和
2
年
活
動
・
予
算
執
行
状
況 

・
令
和
3
年
活
動
・
予
算
概
要 

・
令
和
3
年
通
常
総
会
に
つ
い
て 

・
そ
の
他 

ま
た
、
既
に
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、

理
事
会
終
了
後
18
時
か
ら
岡
本
本
部
長
の
叙

勲
記
念
祝
賀
会
を
開
催
す
る
事
と
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か
ら 

少
人

数
に
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
函

館
支
部
及
び
道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
か
ら

ご
祝
儀
を
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承

願
い
ま
す
。 

       

⑤
災
害
報
告 

死
亡
災
害 

11
月
27
日
午
前
09
時
15
分 

山
口
県
周
南
市 

㈱
H
建
設
工
業
砕
石
場 

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
巻
き
込
ま
れ 

男
性 

47
歳 

単
独
整
備
作
業
中 

 休
業
四
日
以
上
災
害
報
告 

 

11
月
19
日 
山
梨
県
笛
吹
市 

 

千
野
建
材
㈱ 

男
性 

49
歳 

 

重
機
よ
り
降
り
る
際
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

左
足
靭
帯
損
傷 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会
動
向 

①
採
石
業
務
管
理
者
再
任
教
育 

 

《
能
力
向
上
教
育
》
講
習
会
に
つ
い
て 

前
回
、
地
方
本
部
理
事
会
に
於
い
て
各
年
で

支
部
毎
に
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
来
年
度
は
札
幌
で
開
催
す
る
そ
う
で

す
。
函
館
支
部
と
致
し
ま
し
て
は
、
わ
ざ
わ

ざ
こ
の
ご
時
世
に
札
幌
ま
で
出
向
い
て
参
加

す
る
事
も
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
業

務
管
理
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が
居
り
ま

し
た
ら
早
め
に
申
し
込
み
を 

。
函
館
開
催
は
令
和
四
年
以
降
で
す
。 

札
幌
開
催
の
資
料
は
、
別
途
配
布
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
参
考
ま
で
に 

 

②
函
館
骨
材
販
売
協
同
組
合
よ
り
4
月
に
向

け
て
値
上
げ
活
動
要
望
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
が
例
え
ば
、
札
幌
共
販
の
様
な
値
上
げ
土

壌
が
道
南
地
区
は
希
薄
化
し
て
い
る
状
況
で

在
り
ま
す
。
今
後
、
詳
細
に
つ
い
て
協
議
し

理
事
会
に
諮
る
か
検
討
い
た
し
ま
す
。 

 

本
年
も
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
一
年
間
を

安
全
に
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
は
、
今
年
よ
り
も
い
い
年
で
あ
る
事
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

年
末
年
始
の
組
合
の
休
暇
は 

十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
七
日
迄
で
す
。 

 

そ
れ
で
は
良
い
お
年
を 


